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研究要旨 
本研究では、がんと診断されて間もない人への情報提供のために作成された資材である

冊子を、適切な時期に対象となるがん患者とその家族へ届けるため、冊子の利用意向や冊

子の具体的な活用方法と今後の課題等について、がん診療に携わる医師とがん相談支援セ

ンターのがん専門相談員の視点を通じて検討することを目的とした。 
本研究を進めるにあたり、研究Ⅰ．医師を対象とした調査と研究Ⅱ．がん相談支援セン

ターを対象とした調査の企画を行った。研究Ⅰでは、医師を対象に、冊子作成の経緯や活

用方法についてのオンライン説明会を開催し、説明会前後2回の冊子に記載されているが

ん相談支援センターの認知度や冊子の利用意向について評価するWebアンケートを実施し

た。また配布を実施した医師にインタビュー調査を実施することとした。研究Ⅱでは、が

ん専門相談員（以下、相談員）を中心とする担当者へ院内での冊子の配布方法についての

検討を依頼し、次年度夏頃に、各施設での具体的な取り組みを把握するため、Webアンケ

ートを実施することとした。本稿では、医師を対象とした調査（研究Ⅰ）でのオンライン

説明会およびWebアンケートの結果と、がん相談支援センターを対象とした調査（研究

Ⅱ）の進捗状況について報告する。 
医師を対象とした調査（研究Ⅰ）でのオンライン説明会へは53名の参加があり、冊子の

活用に前向き且つ好意的な意見が聞かれた。アンケートの結果、相談支援センターに対す

る利用意向は概ね高く、冊子を手渡すことで医師・患者間の関係性や患者からの信頼度も

大きくなると評価された。一方、がん相談支援センターを対象とした調査（研究Ⅱ）で

は、冊子を配布する医師の理解や協力が得られなければ、院内での活用は難しいといった

意見が寄せられた。冊子を適切な時期に対象となるがん患者とその家族へ届けるために

は、医師の理解や協力を得ることが不可欠であり、そのための方策ついて検討していく必

要性が示された。 

 

A． 研究目的 
がん診療連携拠点病院においては、がん患者およ

びその家族に対して、外来初診時に主治医から相談

支援センターについて説明する等、診断初期の段階

からがん相談支援センターの周知を図る体制を整備

することが、がん診療連携拠点病院の整備について

（以下、整備指針とする）で求められている1)。また

主治医には十分な時間をかけたインフォームド・コ

ンセント、セカンドオピニオンや意思決定に必要な

支援を行う等、病初期から治療終了まで、患者と十分

にコミュニケーションを取り、患者の意思を尊重す

ることが求められる2)。しかし、がん相談支援センタ

ーを利用したことがある人の割合は、2015年実施の

患者体験調査では、約7%3)、2018年実施の患者体験

調査でも約14％と低い状況が続いており4)、またがん

相談支援センターを知っている人も、がん相談支援

センターが必ず設置されている拠点病院であるにも

関わらず約6割という状況であることが示された。さ

らにがんと診断された初期から患者への説明が求め

られるセカンドオピニオンや妊孕性、就労継続など

に関する医師からの情報提供やコミュニケーション

も十分でないとする報告もある。このような状況を

ふまえ、都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会

情報提供・相談支援部会とがん情報サービスが共同

し、診断後間もない人に必要な情報を届け、主治医や

医療者とのコミュニケーションの手掛かりとなるこ

とを目指し、国立がん研究センターがん編集委員会

と都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会 情報

提供・相談支援部会との共同で、「診断後間もない人

への情報提供資材」を作成することとなり、2022年2



月に完成した（冊子：資料1）。 
本研究では、がんと診断されて間もない人への情

報提供のために作成された資材である冊子を、適切

な時期に対象となるがん患者とその家族へ届けるた

め、冊子の利用意向や冊子の具体的な活用方法と今

後の課題等について、がん診療に携わる医師とがん

相談支援センターのがん専門相談員の視点を通じて

検討することを目的とした。 
 

B．研究方法 
本研究では、2つの調査研究を計画・実施した（図

1）。 
研究Ⅰ．医師を対象とした調査 
医師を対象に、冊子作成の経緯や活用方法につ

いてのオンライン説明会を企画・開催する。さらに、

説明会前後2回のWebアンケートを実施し、冊子に

記載されているがん相談支援センターの認知度や

冊子の利用意向について測定し、評価する。 
次年度に、実際の使用状況を把握するため個別

インタビューを実施する予定である。 

研究Ⅱ．がん相談支援センターを対象とした調査 
がん相談支援センターを対象とした調査では、が

ん専門相談員（以下、相談員）を中心とする担当者へ

院内での冊子の配布方法についての検討を依頼する。 
本年度末に参加協力施設を募り、次年度夏頃に、各

施設での具体的な取り組みを把握するため、Webア
ンケートを実施する予定である。 

 

 
 本稿では、医師を対象とした調査（研究Ⅰ）でのオ

ンライン説明会およびWebアンケートの結果と、が

ん相談支援センターを対象とした調査（研究Ⅱ）の進

捗状況について報告する。 

 
 
研究Ⅰ．医師を対象とした調査 
a. 対象者 
冊子の活用に関する説明会であることを明示した

上で、調査協力に同意が得られたがんの外来診療に

携わる医師とした。適格基準と除外基準は以下のと

おりである。 
 

（適格基準） 
・ がんの外来診療に携わる医師（診療科は問わない） 
・ がんと診断した患者とその家族へ冊子を手渡すこ 

とができる医師 
・ アンケート回答やオンライン説明会参加のための

安定したネットワーク接続環境、および静かな個

室などの環境を準備できる者 
（除外基準） 
  適格基準を満たさない者 
 
b. 研究デザイン 
本研究は、連結可能匿名化による量的な観察研究

と、インタビューによる質的記述的研究から成る。 
※本稿では説明会とアンケートについて報告する。 

図 1 研究の全体像 



c. 調査手順 
 具体的な調査手順は、以下の通りである。     
 (ア) 全国のがん診療連携拠点病院のメーリングリ

ストを通じて、がん診療に携わる医師へ調査

を案内した。 
(イ) 本調査に関心がある場合、メールに記載されて

いるURLの応募フォームへの登録を依頼した。 
(エ) 応募フォームより登録された対象者へは、冊子

(10冊)を無料で郵送する。また、オンライン説

明会の案内とアンケートフォームのURLはメ

ールで送付し、それぞれ参加と回答を依頼した。 
(オ) 対象者へは、実際の診療時にがんと診断した患

者や家族へ冊子を手渡してもらうよう依頼し

た。 
 
d．調査期間 
 アンケート実施期間は2022年3月1日～3月31日 
であった。 
 

【冊子に関するオンライン説明会】 
開催日時：2022年3月10日(木) 18:00～18:30 
開催内容/タイムスケジュール（当日スライド/資料2） 
18：00 説明会開始 
18：00～18：05 ご挨拶・冊子作成の背景 

高山 智子（国立がん研究センターがん対策研究所

がん情報提供部 部長） 
18：05～18：20 冊子作成経緯と医師による配布の

意義について 
山内 智香子 先生（滋賀県立総合病院  

医師／滋賀県相談支援部会長） 
18：25～18：30 質疑応答 
18：30 説明会終了 
※この説明会は録画し、アーカイブ配信した。 

https://doctor21.wksp.net/info/ 
 
c. アンケート調査の内容 
【事前・事後調査：共通項目】 
・ 個人属性（年代、性別、職位、臨床経験年数など） 
・ 施設特性（病院の種類など） 
・ がん診療の対応状況 
・ がん相談支援センターの認知度・役割の認識・実 

際の利用など 
   以下の①～⑪について 

① その病院にかかっていなくても利用できるがんの 
相談窓口である 

② 患者だけでなく、家族や友人など誰でも利用できる 
③ 安心して利用できるよう相談者の相談内容を、本人 

の了解なしに主治医をはじめ他の人に伝えることは

ない 
④ 相談者（患者や家族など）の不安などの心理的な支

援を行う 
⑤ 相談者が医師の話が十分にわからなかったときの

理解を助ける／医師が行った説明の補完をする 
⑥ 相談者に必要な情報や支援を探す手伝いをする 
⑦ 相談者の医療費や使える医療制度の説明をする 
⑧ 相談者の悩みや困りごとに応じて、必要な支

援やサービスを提案する 
  ⑨ 相談者の悩みや困りごとに応じて、対応でき

る院内や院外の窓口へ橋渡しする 
⑩ 転院先や退院後の療養先を探す 
⑪ 相談者が医師に聞きたいことを相談者と一緒

に整理する 
 

・ 診断後間もない患者さんへの説明状況 
以下の①～⑪について 
① 他の医療機関のセカンドオピニオンを受けられる

ことについて説明すること。 
② 治療が始まる前に、妊孕性温存できるか否か、必要

な対応について説明すること。 

③ がんと診断されても仕事を継続できることなど、就

労について説明すること。 
④ がん相談支援センターがあり、いつでも相談できる

ことを説明すること。 
 
【事後調査のみの項目】 
・ 冊子活用に関する認識 

以下の①～④についての評価 

この冊子を手渡すことで、 
① 医師の時間的な負担の度合い 
② 医師の心理的な負担の度合い 

③ 医師と患者との関係 
④ 医師や医療チーム、医療機関に対する患者の信頼度 

 
以下の①②についての今後の利用意向 

① この冊子を、ご自身の診療で利用したい（患者に

直接手渡したい）と思う 
② この冊子の存在と利用の仕方を、他の医師に知らせ

たいと思う 
 
d. 分析方法 
対象者の特徴を把握するため、各項目についての

記述統計を算出した。 
 
研究Ⅱ．がん相談支援センターを対象とした調査 
a. 対象者 
全国のがん診療連携拠点病院のうち、研究協力に

https://doctor21.wksp.net/info/


同意が得られたがん診療連携拠点病院のがん相談支

援センターとした。 
 
b. 研究デザイン 
本研究は、横断的観察研究である。 

※先述の通り、本稿では調査の進捗状況について報

告する。 
 
c. 調査手順 
 具体的な調査手順は、以下の通りである。 
 (ア) 全国のがん診療連携拠点病院のメーリングリ

ストを通じて、がん相談支援センターの関係者

に調査について案内した。 
(イ) 本調査に関心がある場合、メールに記載されて 

いるURLの応募フォームへの登録を依頼した。 
(エ) 応募フォームより登録された対象施設の担当 

者(主に、相談員)へ、冊子(100冊)を無料で郵送 
した。 

(オ) 担当の相談員へは、院内での冊子の配布方法に

ついての検討を依頼した。 
 
d．調査期間 
 調査募集期間は2022年3月12日～3月31日であっ 
た。 

 
（倫理面への配慮） 
本研究は、個人情報は収集しないため研究倫理審

査には申請しないが、国立がん研究センター研究倫

理審査委員会より「審査不要（通知番号：6000-048）」
の判断を得て実施した。調査対象となる医師および

がん相談支援センターの相談員(研究Ⅰ・Ⅱ)へ、調査

の応募フォーム上に本研究の目的・方法・倫理的配慮

を記した説明文を提示し、文書をよく読み、調査協力

を検討するよう依頼した。また、がん相談支援センタ

ーを対象とした調査(研究Ⅱ)では、施設管理者より調

査協力に関する同意文書の提出をもって、本研究の

対象施設として登録することとした。 
 
C．研究結果 
 研究Ⅰ．医師を対象とした調査（資料3） 
医師を対象としたオンライン説明会への参加者は

53名であった。説明会に参加した医師からは「診療に

役立つ情報資材であると思う」「患者さんやご家族に

伝えたい内容がコンパクトにわかりやすくまとまっ

ている」「（冊子の）普及に向けた取り組みを推進す

べき」等の意見が聞かれた。 
説明会前後のアンケート回答者は、事前調査（以下、

事前）44人、事後調査（以下、事後）28人であった。

説明会を知ったきっかけは、「院内での一斉連絡メー

ル」「院外の関係者ネットワークのメール」「同僚の

医師からのメールや声かけ」が、それぞれ2～3割を占

めた。所属の医療機関は、大学病院が52.3％、がん専

門病院が29.5％、総合病院が18.2％であり、（国指定）

都道府県がん診療連携拠点病院が大半であった（79.
5％）。性別は男性が93.2％、年齢は40代～50代が約

7割を占め、診療科の専門領域は外科系が43.2％、内

科系が54.5％であった。施設もしくは部門管理者は

約6割であり、臨床経験年数20年以上が7割であった。 
また全ての回答者が、現在がんの診療に携わって

おり、（一月あたり）外来診療において治療を開始す

る前のがん患者さんがいるとし、がんと診断されて

間もないがん患者さんや家族等と直接話すもしくは

説明する機会があると回答した。 
相談支援センターについては、所属先の相談支援

センターの場所を「知っている」が93.2％、がん診療

連携拠点病院内にある相談支援センターの対応内容

を「知っている・利用したことがある」が86.4％であ

り、相談支援センターの具体的な役割・機能について

は、いずれの項目においても7割以上が認知されてい

た。実際に、患者さんや家族などへ案内する時などに

利用したことがある機能は「相談者に必要な情報や

支援を探す手伝いをする（事前 vs 事後：83.3％ vs
 85.0%）」「相談者の医療費や使える医療制度の説

明をする（88.9％ vs 100%）」「相談者の悩みや困

りごとに応じて、必要な支援やサービスを提案する

（83.3％ vs 85.0%）」の利用割合が高かった。同様

の項目について、今後「利用したい」とする割合が8
～9割を占め、それらの利用意向は高かった。 
診断後間もない患者さんへの説明状況のうち、「治

療が始まる前に、妊孕性温存できるか否か、必要な対

応について説明すること」は、ほとんどの患者に説明

できていないと回答した者が半数近くであったが、

その割合は事後調査で微減した（50.0％ vs 42.9%）。 
事後調査では、冊子に関する評価や今後の利用意

向について尋ねた。医師が冊子を患者さんに直接手

渡すことで生じ得る時間的な負担の度合いは「変わ

らない（53.6％）」「大きくなる（28.6％）」「小さ

くなる（14.3％）」であった。同様に、医師の心理的

負担の度合いは「小さくなる（53.6％）」「変わらな

い（32.1％）」「大きくなる（10.7％）」であった。

また、冊子を手渡すことで医師と患者との関係は良

好になるが53.6％、医師や医療チーム・医療機関に対

する患者の信頼度は大きくなるが78.6％であった。 



研究Ⅱ．がん相談支援センターを対象とした調査 
 調査募集期間中、33施設より応募があった。応募が

あった施設の所在地は、宮城県(1)、埼玉県(1)、東京

都(2)、神奈川県(2)、富山県(1)、福井県(1)、長野県(4)、
岐阜県(1)、愛知県(3)、三重県(1)、大阪府(1)、兵庫県

(1)、奈良県(1)、和歌山県(1)、岡山県(1)、広島県(3)、
徳島県(1)、香川県(2)、愛媛県(1)、福岡県(3)、鹿児島

県(1)であった。※( )内、施設数 
 また調査に関する問い合わせの内容として、調査

へは関心があるとしながらも、「冊子を配布する医師

の理解や協力が得られなければ、院内での活用は難

しい」といった意見が寄せられ、調査への参加を見合

わせる施設もあった。 
 
D．考察 
医師を対象とした調査では、オンライン説明会の

参加者より冊子活用に前向き且つ好意的な意見が聞

かれた。また、アンケートでも相談支援センターに対

する利用意向は概ね高く、冊子を手渡すことで医師・

患者間の関係性は良好となり、患者からの信頼度も

大きくなると認識されていた。今回実施したオンラ

イン説明会では、実際に冊子作成に関わった医師よ

り作成経緯を説明し、手元で冊子を確認しながらそ

の説明を聞くことができるよう、冊子の事前配布な

どの対応をとった。説明会へは、本テーマに関心を持

つ医師が多く参加したと推察されるが、実施の冊子

を手に取って、同じ医師の立場から冊子に関する説

明を聞く機会を設けたことは、効果的であったと評

価できる。 
一方、がん相談支援センターを対象とした調査（研

究Ⅱ）では、冊子を配布する医師の理解や協力が得ら

れなければ、院内での活用は難しいといった意見が

寄せられた。冊子を適切な時期に対象となるがん患

者とその家族へ届けるためには、医師の理解や協力

を得ることが不可欠であり、そのための方策ついて

検討していく必要性が示された。 
今後は、医師を対象としたアンケート調査で得ら

れたデータの詳細な分析とインタビュー調査により、

医師の視点を通して、冊子の活用促進に向けた課題

抽出する予定である。また、相談支援センターでの冊

子活用に関する取り組みを把握するためのアンケー

ト調査も企画しており、それらの結果を踏まえ、医師

に対する働きかけなどについて検討を行い、診療時

に冊子を手に取り活用できる環境を整備することが

求められる。 
 

E．結論 
がんと診断されて間もない人への情報提供のため

に作成された資材である冊子の利用意向や具体的な

活用方法と今後の課題等を検討するため、がん診療

に携わる医師とがん相談支援センターを対象とした

調査を企画した。この冊子を適切な時期に対象とな

るがん患者とその家族へ届けるためには、医師の理

解や協力を得ることが不可欠であり、そのための方

策ついて検討していく必要性が示された。今後、医師

を対象としたインタビューや相談支援センターを対

象としたアンケートにより、外来診療や院内での活

動において冊子を活用する当事者の視点や認識を把

握する予定である。 
 
F．健康危険情報 

  特になし 
 
G．研究発表 

1．論文発表  なし 

2．学会発表  なし 
 
 

H．知的財産権の出願・登録状況  
 
1. 特許取得 2. 実用新案登録 3. その他 なし 
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がんと診断されたあなたに知ってほしいこと
がん相談支援センターが力になります
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「診断されて間もない⼈への情報提供資材」の評価と活⽤に関するアンケート

度数 構成⽐
(％) 度数 構成⽐

(％)
44 100.0 28 100.0

1．同意する 44 100.0 25 89.3
2．同意しない 0 0.0 0 0.0
対象外 0 0.0 3 10.7

１．オンライン説明会をお知りになったきっかけについて、お尋ねします。
1．院内での⼀⻫連絡メールから 17 38.6 6 24.0
2．院外の関係者ネットワークの連絡メールから 12 27.3 6 24.0
3．所属診療科の連絡メールから 4 9.1 4 16.0
4．同僚の医師からのメールや声かけで 10 22.7 7 28.0
5．その他 2 4.5 2 8.0

２．ご所属の医療機関やあなたについて、お尋ねします。
1．⼤学病院 23 52.3 14 50.0
2．がん専⾨病院 13 29.5 7 25.0
3．総合病院 8 18.2 4 14.3
4．その他 0 0.0 0 0.0
対象外 0 0.0 3 10.7
1．（国指定）都道府県がん診療連携拠点病院 35 79.5 22 78.6
2．（国指定）地域がん診療連携拠点病院、その他のがん診療連携拠点病院 8 18.2 3 10.7
3．（都道府県独⾃の指定）がん拠点病院やがん関連の協⼒病院など 1 2.3 0 0.0
4．わからない 0 0.0 0 0.0
対象外 0 0.0 3 10.7
1．施設管理者（院⻑・副院⻑など） 5 11.4 3 10.7
2．部⾨管理者（部⻑/科⻑・医⻑など） 21 47.7 11 39.3
3．医師 18 40.9 11 39.3
4．その他 0 0.0 0 0.0
対象外 0 0.0 3 10.7
10年以下 2 4.5 2 7.1
11-15年 6 13.6 3 10.7
16-20年 9 20.5 4 14.3
21-25年 9 20.5 7 25.0
26-30年 9 20.5 5 17.9
31-37年 9 20.5 4 14.3
無回答 0 0.0 3 10.7
1．外科系 19 43.2 11 39.3
2．内科系 24 54.5 13 46.4
3．その他 1 2.3 1 3.6
対象外 0 0.0 3 10.7
1．20代 1 2.3 1 3.6
2．30代 6 13.6 4 14.3
3．40代 15 34.1 8 28.6
4．50代 15 34.1 10 35.7
5．60代 7 15.9 2 7.1
6．70代以上 0 0.0 0 0.0
対象外 0 0.0 3 10.7
1．男性 41 93.2 23 82.1
2．⼥性 3 6.8 2 7.1
3．無回答 0 0.0 0 0.0
対象外 0 0.0 3 10.7

３．あなたの診療について、お尋ねします。
10⼈以下 9 20.5 6 21.4
11-20⼈ 13 29.5 6 21.4
21-30⼈ 9 20.5 6 21.4
31-80⼈ 13 29.5 7 25.0
無回答 0 0.0 3 10.7
1⼈ 1 2.3 1 3.6
2⼈ 2 4.5 1 3.6
3⼈ 6 13.6 3 10.7
4⼈ 5 11.4 1 3.6
5⼈ 8 18.2 5 17.9
8⼈ 2 4.5 2 7.1
10⼈ 7 15.9 4 14.3
11-20⼈ 6 13.6 4 14.3
21-60⼈ 7 15.9 4 14.3
無回答 0 0.0 3 10.7
1．はい 44 100.0 25 89.3
2．いいえ 0 0.0 0 0.0
対象外 0 0.0 3 10.7
1．はい 44 100.0 25 89.3
2．いいえ 0 0.0 0 0.0
対象外 0 0.0 3 10.7

◆ 本アンケート調査への協⼒について

7）あなたの性別を教えてください。

1）あなたが⼀⽉あたり外来診療で接する患者さんは何⼈くらいで

2）あなたが⼀⽉あたり外来診療で接する患者さんのうち、治療を
開始する前のがん患者さんは何⼈くらいですか。

3）現在、がんの診療に携わっていますか。

4）がんと診断されて間もない患者さんや家族などと直接話すこと
や、説明する機会はありますか。

今回のオンライン説明会には、どのような経緯で参加することになり
ましたか。この説明会を知ったきっかけ（経緯）について教えてくだ
さい。

2）現在ご所属の医療機関（主に勤務されている医療機関）
は、がんの領域で厚⽣労働省や都道府県から指定を受けている
病院ですか。

1）現在ご所属の医療機関（主に勤務されている医療機関）
を、以下よりお選びください。

3）現在ご所属の医療機関（主に勤務されている医療機関）で
の、あなたの職位または⽴場を教えてください。

4）臨床経験年数を教えてください。あてはまる数字をご⼊⼒くだ

5）あなたの診療科のご専⾨領域を教えてください。

6）あなたの年代を教えてください。1つをチェックしてください。

質　　問　　項　　⽬

事前調査 事後調査
回答者 回答者

資料3



４．ご所属の医療機関の「がん相談⽀援センター」について、お尋ねします。
1．はい 41 93.2 23 82.1
2．いいえ 3 6.8 2 7.1
対象外 0 0.0 3 10.7
1．知っている・利⽤したことがある 38 86.4 21 75.0
2．知らない・利⽤したことがない・わからない 6 13.6 4 14.3
対象外 0 0.0 3 10.7
1．その病院にかかっていなくても利⽤できるがんの相談窓⼝である 29 76.3 20 76.9
2．患者だけでなく、家族や友⼈など誰でも利⽤できる 37 97.4 24 92.3
3．安⼼して利⽤できるよう相談者の相談内容を、本⼈の了解なしに主治医をはじ
め他の⼈に伝えることはない 34 89.5 21 80.8

4．相談者（患者や家族など）の不安などの⼼理的な⽀援を⾏う 38 100.0 24 92.3
5．相談者が医師の話が⼗分にわからなかったときの理解を助ける／医師が⾏った
説明の補完をする 37 97.4 23 88.5

6．相談者に必要な情報や⽀援を探す⼿伝いをする 38 100.0 24 92.3
7．相談者の医療費や使える医療制度の説明をする 38 100.0 24 92.3
8．相談者の悩みや困りごとに応じて、必要な⽀援やサービスを提案する 38 100.0 24 92.3

　9．相談者の悩みや困りごとに応じて、対応できる院内や院外の窓⼝へ橋渡しする 38 100.0 24 92.3
10．転院先や退院後の療養先を探す 30 78.9 18 69.2
11．相談者が医師に聞きたいことを相談者と⼀緒に整理する 33 86.8 21 80.8
1．利⽤したことがある 36 81.8 20 71.4
2．利⽤したことがない 7 15.9 5 17.9
3．「がん相談⽀援センター」のことは知らない 1 2.3 0 0.0
対象外 0 0.0 3 10.7
1．その病院にかかっていなくても利⽤できるがんの相談窓⼝である 12 33.3 6 30.0
2．患者だけでなく、家族や友⼈など誰でも利⽤できる 17 47.2 10 50.0
3．安⼼して利⽤できるよう相談者の相談内容を、本⼈の了解なしに主治医をはじ
め他の⼈に伝えることはない 13 36.1 6 30.0

4．相談者（患者や家族など）の不安などの⼼理的な⽀援を⾏う 25 69.4 14 70.0
5．相談者が医師の話が⼗分にわからなかったときの理解を助ける／医師が⾏った
説明の補完をする 21 58.3 9 45.0

6．相談者に必要な情報や⽀援を探す⼿伝いをする 30 83.3 17 85.0
7．相談者の医療費や使える医療制度の説明をする 32 88.9 20 100.0
8．相談者の悩みや困りごとに応じて、必要な⽀援やサービスを提案する 30 83.3 17 85.0
9．相談者の悩みや困りごとに応じて、対応できる院内や院外の窓⼝へ橋渡しする 26 72.2 14 70.0
10．転院先や退院後の療養先を探す 26 72.2 14 70.0
11．相談者が医師に聞きたいことを相談者と⼀緒に整理する 19 52.8 10 50.0
1．利⽤したい 38 86.4 21 75.0
2．利⽤したい機能はない 1 2.3 1 3.6
3．わからない 5 11.4 3 10.7
対象外 0 0.0 3 10.7
1．その病院にかかっていなくても利⽤できるがんの相談窓⼝である 27 73.0 15 75.0
2．患者だけでなく、家族や友⼈など誰でも利⽤できる 26 70.3 13 65.0
3．安⼼して利⽤できるよう相談者の相談内容を、本⼈の了解なしに主治医をはじ
め他の⼈に伝えることはない 24 64.9 12 60.0

4．相談者（患者や家族など）の不安などの⼼理的な⽀援を⾏う 29 78.4 15 75.0
5．相談者が医師の話が⼗分にわからなかったときの理解を助ける／医師が⾏った
説明の補完をする 30 81.1 15 75.0

6．相談者に必要な情報や⽀援を探す⼿伝いをする 31 83.8 16 80.0
7．相談者の医療費や使える医療制度の説明をする 33 89.2 16 80.0
8．相談者の悩みや困りごとに応じて、必要な⽀援やサービスを提案する 32 86.5 17 85.0
9．相談者の悩みや困りごとに応じて、対応できる院内や院外の窓⼝へ橋渡しする 31 83.8 17 85.0
10．転院先や退院後の療養先を探す 32 86.5 17 85.0
11．相談者が医師に聞きたいことを相談者と⼀緒に整理する 29 78.4 15 75.0

５．普段の診療における新たにがんと診断された患者さんへの説明状況について、お尋ねします。
1．ほとんどの患者に説明できていない 9 20.5 6 21.4
2．2，3割の患者に説明できている 13 29.5 8 28.6
3．約5割の患者に説明できている 3 6.8 2 7.1
4．7，8割の患者に説明できている 12 27.3 6 21.4
5．すべての患者に説明できている 7 15.9 3 10.7
対象外 0 0.0 3 10.7
1．ほとんどの患者に説明できていない 22 50.0 12 42.9
2．2，3割の患者に説明できている 10 22.7 7 25.0
3．約5割の患者に説明できている 1 2.3 0 0.0
4．7，8割の患者に説明できている 5 11.4 3 10.7
5．すべての患者に説明できている 6 13.6 3 10.7
対象外 0 0.0 3 10.7
1．ほとんどの患者に説明できていない 8 18.2 5 17.9
2．2，3割の患者に説明できている 8 18.2 5 17.9
3．約5割の患者に説明できている 6 13.6 2 7.1
4．7，8割の患者に説明できている 14 31.8 10 35.7
5．すべての患者に説明できている 8 18.2 3 10.7
対象外 0 0.0 3 10.7
1．ほとんどの患者に説明できていない 9 20.5 6 21.4
2．2，3割の患者に説明できている 12 27.3 7 25.0
3．約5割の患者に説明できている 5 11.4 2 7.1
4．7，8割の患者に説明できている 13 29.5 8 28.6
5．すべての患者に説明できている 5 11.4 2 7.1
対象外 0 0.0 3 10.7

4)で”1.利⽤したい”と回答した⽅へ
「がん相談⽀援センター」について、今後、患者さん
や家族などへの案内など、医師ご⾃⾝として利⽤し
たい機能について、あてはまるもの全てをチェックしてく
ださい。

1）他の医療機関のセカンドオピニオンを受けられることについて説
明すること。

2）治療が始まる前に、妊孕性温存できるか否か、必要な対応に
ついて説明すること。

3）がんと診断されても仕事を継続できることなど、就労について説
明すること。

4）がん相談⽀援センターがあり、いつでも相談できることを説明す
ること。

2）がん診療連携拠点病院内にある「がん相談⽀援センター」の
対応内容をご存知ですか。

2)で”1.知っている・利⽤したことがある”と回答した
⽅へ
「がん相談⽀援センター」での対応のうち、既に知って
いるもの全てにチェックしてください。

3）これまでに患者さんや家族などへ案内する時など、医師ご⾃⾝
として「がん相談⽀援センター」を利⽤されてたことがありますか。

3)で”1.利⽤したことがある”と回答した⽅へ
「がん相談⽀援センター」ついて、患者さんや家族な
どへ案内する時など、医師ご⾃⾝として利⽤している
機能について、あてはまるもの全てにチェックしてくださ
い。

4）今後、患者さんや家族などへ案内する時など、医師ご⾃⾝と
して「がん相談⽀援センター」を利⽤したい機能はありますか。

1）ご所属の医療機関内の「がん相談⽀援センター」の場所を
知っていますか。



度数 構成⽐
(％)

28 100.0

1．とても⼤きくなる 1 3.6
2．⼤きくなる 8 28.6
3．変わらない 15 53.6
4．⼩さくなる 4 14.3
5．とても⼩さくなる 0 0.0
対象外 0 0.0
1．とても⼤きくなる 1 3.6
2．⼤きくなる 3 10.7
3．変わらない 9 32.1
4．⼩さくなる 15 53.6
5．とても⼩さくなる 0 0.0
対象外 0 0.0
1．とても良好になる 3 10.7
2．良好になる 15 53.6
3．変わらない 10 35.7
4．不良になる 0 0.0
5．とても不良になる 0 0.0
対象外 0 0.0
1．とても⼤きくなる 3 10.7
2．⼤きくなる 22 78.6
3．変わらない 3 10.7
4．低下する 0 0.0
5．とても低下する 0 0.0
対象外 0 0.0

この冊⼦の利⽤意向についておたずねします。率直な感想をお聞かせください。
1．とてもそう思う 12 42.9
2．そう思う 13 46.4
3．どちらともいえない 3 10.7
4．そう思わない 0 0.0
5．まったくそう思わない 0 0.0
対象外 0 0.0
1．とてもそう思う 12 42.9
2．そう思う 14 50.0
3．どちらともいえない 2 7.1
4．そう思わない 0 0.0
5．まったくそう思わない 0 0.0
対象外 0 0.0

事後調査
回答者

質　　問　　項　　⽬

医師がこの冊⼦を直接⼿渡すことで、医師の⼿渡す⼿間や説明などが必要になるかもしれません。
また⼀⽅で、医師からすべてを説明する時間的な負担が軽減することが期待できるかもしれません。
総合的に⾒て、以下の観点についてどのように感じられますか。現時点においての率直な印象をお聞かせください。

(2) この冊⼦を⼿渡すことで、医師の⼼理的な負担の度合いは

(3) この冊⼦を⼿渡すことで、医師と患者との関係は

(4) この冊⼦を⼿渡すことで、医師や医療チーム、医療機関に対
する
患者の信頼度は

(1) この冊⼦を、ご⾃⾝の診療で利⽤したい（患者に直接⼿渡
したい）と思う

(2) この冊⼦の存在と利⽤の仕⽅を、他の医師に知らせたいと思
う

(1) この冊⼦を⼿渡すことで、医師の時間的な負担の度合いは
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